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学生相談室の利用状況とその特徴 
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Abstract 

The purpose of this paper is to develop a consultation system for a student counseling 

institution at Kagawa National College of Technology. The data of cases handled by the 

institution from 2009 to 2011 was obtained. The average number of cases in this three-year 

period was approximately 320. The consultants had been approached by many female as well 

as advanced course students. Consultation was most frequently sought for college academics, 

followed by career plans, college life, and personal relationships. Among the lower-grade 

students, both males and females approached the institution for consultation regarding college 

academics. Furthermore, the upper-grade students sought consultation mainly for their career 

plans. 
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1．はじめに 

 本校高松キャンパスでは，学生の個人的悩みや

相談に応じる部所として，旧高松高専時代の

1978 年に教育相談室が設置されている．それ以

来，学生の様々な悩みや相談事について，室員及

び外部カウンセラーで対応してきた．その対応件

数は，1980 年代では年間 50 件程度であったのに

対し，1990 年代後半から年々件数が増加してお

り，現在では年間数百件を越える相談を受けてい

る．また，学生からの相談内容は，非常に複雑か

つ多様化しており，対応に苦慮する案件も多い．

これまでに出渕ら 1)～3)よって，その一部が報告さ

れている．一方，疫学調査 4)～6)によると，これま

でに不眠や不安などの精神疾患に罹ったことが

ある割合を示す生涯有病率は，うつ病で 6.7％，  

 

 

気分障害では，14.1％とされている．また，生涯

何らかの精神疾患を発症する割合を示す生涯発

症率は，15％以上であると報告されている 7)．こ

れらの調査から分かるように，発症頻度が高く，

身近にありふれた病気であることに加え，悩みを

相談することに対する敷居が低くなっているこ

とが近年の相談件数の増加に繋がっているもの

と推察される． 

 2009 年 10 月 1 日に香川高等専門学校が発足さ

れたことに伴い，教育相談室は，名称が学生相談

室に変更された．そこで，本報では，学生相談室

の相談体制をさらに充実させることを目的とし，

高松キャンパスにおける 2009 年 4 月から 2012

年 3 月までの 3 年間の利用状況をまとめ，その特

徴を明らかにしたので報告する．  

2．学生相談室の体制 

 学生相談室は，学生や保護者等からの個人的問
＊香川高等専門学校 機械工学科 
＊＊香川高等専門学校 一般教育科 
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題について相談に応じ，その解決のために適切な

指導・助言を行い，学生の勉学条件の維持向上を

図ることを目的としている．学生相談室は，室長

1名，室員 6名，看護師 1名，臨床心理士の資格

を有する非常勤外部カウンセラー1名の計9名で

構成されている．室員 6名の内訳は，一般教育科

から 2名，各専門学科から 1名となっている．外

部カウンセラーは，原則月 2回程度，放課後に勤

務している．室長および室員は，輪番で毎週金曜

日の放課後に学生相談室に詰めて，学生からの相

談を受け付けている．また，これらの時間以外に

も室長および室員の研究室等で随時相談を受け

付けており，多くの学生が各研究室を訪問してい

る． 

 
3．方法 

学生相談室の利用状況をまとめるにあたり，こ

れまでに集計してきた相談件数のうち，2009 年 4

月から 2012年 3月までに対応する 2009年度から

2011 年度までの集計データを使用した．相談件

数は，相談者を低学年（1～3 年生）男子学生，

高学年（4，5 年生）男子学生，低学年（1～3 年

生）女子学生，高学年（4，5 年生）女子学生，

専攻科生，保護者，教職員，その他の 8 つに分類

して集計を行っている．その他の相談者とは，卒

業生や退学した学生等である．また，相談内容は，

学生生活，学業，対人関係，健康，進路，家庭，

その他の 7 つに分類している． 

 

4 .結果および考察 

図 1 に 2009 年度から 2011 年度までの 3 年間の

年間相談件数の推移を示す．2009 年度および

2010 年度は，年間 250 件程度の相談件数である

のに対し，2011 年度は 440 件程度まで増加して

いる．3 年間の平均は，約 320 件であり，多くの

学生が学生相談室を利用していることが分かる． 

そこで，相談件数の詳細を把握するために，相談

者別件数，相談内容別件数にまとめた． 

 図 2 に 3 年間の相談者別件数，図 3 に相談内容

別件数の推移をそれぞれ示す．図 2 に示す相談者

別件数は，男子学生が学年を問わず多くなってお

り，次いで女子学生，専攻科生，保護者の順番と

なっている．3 年間の平均は，男子学生約 100 件，

女子学生約40件，専攻科生約40件となっている． 

高松キャンパス本科の総学生数は，約 800 人であ

り，その中の約 10％弱が女子学生である．また，

専攻科の総学生数は，約 60 人であり，女子学生

の割合は，約 2％と非常に少ない．学生 1 人が 1

件の相談を行ったと仮定した場合，1 年間で本科

全体の約 13％の男子学生が学生相談室を利用し 

 

 

図 1 年間の相談件数の推移 

 

 

図 2 相談者別件数の推移 

 

 

図 3 相談内容別件数の推移 
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たことになる．一方，女子学生のその割合は，約

50％であり，女子学生の利用率は非常に高いこと

が分かる．また，専攻科生も同様に利用率が高い

傾向にある．すなわち，女子学生，専攻科生は，

学生相談室を利用し易い環境にあることが分か

る．図 3 に示した相談内容別件数を見ると，学業

に関する相談が最も多く，次いで進路，学生生活，

対人関係の順番で件数が多くなっている．3 年間 

の平均は，学業約 120 件，進路約 60 件，学生生 
活および対人関係で約 40 件となっている．次に

相談者別の相談内容を詳細に把握するために，低

学年男子，高学年男子，低学年女子，高学年女子，

専攻科生，保護者ごとに相談件数をまとめた． 

 図 4 に低学年男子，図 5 に高学年男子の相談内

容別件数の推移を示す．図 4 に示すように低学年

男子では，学業に関する相談が最も多く，3 年間

の平均件数は，約 50 件である．次いで進路およ

び学生生活の順番となっており，対人関係，家庭

に関する相談は少ない．一方，図 5 に示した高学

年男子では，2011 年度に学業の相談が 67 件と最

も多くなっているものの，平均的に進路に関する

相談が多い．また，低学年に比べて学生生活に関

する相談が少なく，高学年では，日々の学校生活

にある程度満足している学生が多いものと考え

られる． 

図 6 に低学年女子，図 7 に高学年女子の相談内

容別件数の推移を示す．図 6 に示すように低学年

女子では，学業，対人関係および学生生活に関す

る相談が比較的多く，進路に関する相談はやや少

ない．一方，図 7 に示した高学年女子では，健康

を除いたいずれの相談内容も多く，特に高学年男

子と同様に進路に関する相談が多い．男子，女子

ともに低学年では，学業に関する相談が多く，高

学年になると，加えて進路に関する相談が増える

のが特徴である．また，男子では，学年を問わず，

対人関係の相談が比較的少ないのに対し，女子で 

は，いずれの学年も多い．男子学生の数が圧倒的

に多い環境の中，女子学生は，男子学生への対人

関係だけでなく，女子学生同士の対人関係に悩ん 

 

図 4 低学年男子の相談内容別件数の推移 

 

 

図 5 高学年男子の相談内容別件数の推移 

 

 

図６ 低学年女子の相談内容別件数の推移 

 

 

図 7 高学年女子の相談内容別件数の推移 

 

でいる学生が多いものと推察できる．さらに家庭

に関する相談も高学年女子で多いのも特徴であ

る．すなわち，女子学生は，様々な内容の悩みを
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持って日々の学校生活を送っており，女子学生に

対するメンタルヘルスの重要性が明らかとなっ

た． 

図 8 に専攻科生の相談内容別件数の推移を示

す．図 8 に示すように専攻科生では，対人関係，

家庭に関する相談以外を除いて平均 10 件程度の

相談が認められる．特に進路に関する相談が比較

的多い．また，精神的な身体的不調を訴えた相談

が2009年度および2010年度に多く見られたため，

健康に関する件数が多くなっている． 

図 9 に保護者の相談内容別件数の推移を示す． 

図 9 に示すように保護者は，進路およびその他を

除いて平均的に約 6 件程度の相談件数となって

いる．学生では，進路に関する相談が比較的に多

いのに対し，保護者では進路に関する相談が少な

く，家庭に関する相談が多くなっているのが特徴

である．  

 

 

図 8 専攻科生の相談内容別件数の推移 

 

 

図 9 保護者の相談内容別件数の推移 

 

 

 

 

5．まとめ 

 学生相談室の相談体制をさらに充実させるこ

とを目的とし，2009 年度から 2011 年度までの 3

年間の学生相談室の利用状況についてまとめた．

相談件数の年間平均は，約 320 件であり，女子学

生，専攻科生の利用率が高い．相談内容は，学業

に関する相談が最も多く，次いで進路，学生生活，

対人関係の順番で件数が多い．男女を問わず，低

学年では，学業に関する相談が多く，高学年では，

進路に関する相談が多い．特に女子学生では，対

人関係に関する相談が多い. 

これらの特徴を踏まえつつ，多様化・複雑化・

深刻化する学生の悩み・苦しみに対応できる学生

相談室としての体制づくりを早急に検討する必

要がある．そのための具体的取り組みとして，以

下の 4 点が挙げられるであろう． 

1．女子学生の相談を専門とする女性室員の増

員 

2．専攻科指導教員との連携強化による問題を 

抱えた専攻科生の早期発見と迅速な対応 

3．原級生のサポート体制の確立 

4．非常勤カウンセラーの増員 

また，これらの取り組みを通して相談体制の充

実を図るとともに，健全で充実した学生生活を保

障するためには，緊急時への対応についても考え

ておく必要があると思われる．特に，近年増え続

けている自殺未遂及び自殺発生時における対応

について，具体的に検討しなければならないと思

われる．さらには，県教育センターとの連携や，

他高専の学生相談室との情報交換の場として，

「対応事例学習会（仮称）」を定期的に開催する

ことも，今後の展開のあり方として検討に値する

であろう． 

 

参考文献 

1）出渕幹郎，有道祐子：「若年層に見られる『抑

うつ』の特質」，香川高等専門学校研究紀要，

1，1-10，2010． 

 



高橋 洋一 他：学生相談室の利用状況とその特徴 

45 

2）出渕幹郎，有道祐子：「高松高専における発達

障害者特別支援教育を推進するために」，高松

工業高等専門学校研究紀要，43，59-72，2008．   

3）出渕幹郎，有道祐子，中瀬巳紀生：「高松高専

における発達障害者特別支援教育の事例と分

析（第１報）」，高松工業高等専門学校研究紀

要，43，73-80，2008． 

4）尾崎紀夫，笠井清登，加藤忠史，神庭重信， 

功刀浩，久保千春，小山司，白川治，西田淳志， 

野村総一郎，福田正人，元村直靖，山脇成人：

「うつ病対策の総合的提言」，日本生物学的精

神医学会誌，21，3，155-182，2010． 

5）川上憲人：「世界のうつ病，日本のうつ病－疫

学研究の現在」，医学のあゆみ，219，13，25-929，

2010． 

6）Kessler RC, Angermeyer M, Anthony JC, De  

Graaf R, Demyttenaere K, Gasquet I, De 

Girolamo G, Üstün TB：“Lifetime prevalence and 

age of onset distributions of mental disorders in 

the world health organization's world mental  

health survey initiative”，World Psychiatry，6， 

3，168-176，2007． 

7）尾崎紀夫：「遺伝因子と環境因子の統合-うつ

病の病態生理解明-」，精神薬療研究年報，3，

1-5，2004． 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles false
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Standard v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 50
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck true
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /DetectCurves 0.100000
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveFlatness true
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /CheckCompliance [
    /PDFX1a:2001
  ]
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


